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令和７年度のクマ類の動向

令和７年11⽉
環境省

資料１
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出没件数：ツキノワグマ（全国）

直近5年の出没件数（月別）

1

出没件数（年度別）

○ 令和6年度と比較すると出没件数は同様に高い水準である※1 。

○ 令和7年度の出没件数は令和6年度と同様に初夏に増加した。出没件数は例年6月

にピークとなって下がる傾向にあるが、令和7年度は7月時点でも増加傾向、秋

に向けても増加傾向にある。

○ 令和7年度の 4～9月の出没件数は過去5年間で最多となった。

（ 令 和 ７ 年 度 の 数 値 は ９ 月 末 時 点 ）

※ 1 ： 出 没 件 数 は 同 一 個 体 が 複 数 回 確 認 さ れ る こ と 、 住 民 の 関 心 の 高 さ 等 に 影 響 さ れ る こ と に 留 意 が 必 要 で あ る

ク マ の 出 没
は 例 年 6 月
が ピ ー ク

令 和 6 年 度 は 秋
の 顕 著 な 増 加

な し

令 和 7 年 度
は 7 月 に な
っ て も 増 加
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出没件数：ツキノワグマ（東北・関東・北陸・中部）

2

○ 令和６年度は秋の顕著な出没件数の増加はなかった。堅果類が豊作の地域が多かったこと

が要因のひとつと考えられる。

○ 令和７年度は、東北と北陸で出没が高い傾向にあり、特に東北地方の 5～ 7月の出没件数が

最も多くなっているほか、秋の出没が高い傾向となっている。

東 北 ： 青 森 ・ 岩 手 ・ 宮 城 ・ 秋 田 ・ 山 形 ・ 福 島 関 東 ： 栃 木 ・ 群 馬 ・ 埼 玉 ・ 千 葉 ・ 東 京 ・ 神 奈 川

中 部 ： 山 梨 ・ 長 野 ・ 岐 阜 ・ 静 岡 ・ 愛 知 北 陸 ： 新 潟 ・ 富 山 ・ 石 川 ・ 福 井

東北 関東

北陸
中部
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出没件数：ツキノワグマ（近畿・紀伊半島・東中国・西中国）

3

○ 近畿・紀伊半島・東中国・西中国では、過去5年の中で令和6年度が最多出没件数で、特に 6～

9月の出没件数が例年と比べて多かった。

○ 令和7年度の4～ 9月の出没件数は、例年と同様の傾向にあった。
○ ま

近 畿 ： 滋 賀 ・ 京 都 ・ 大 阪 紀 伊 半 島 ： 三 重 ・ 奈 良 ・ 和 歌 山

東 中 国 ： 兵 庫 ・ 鳥 取 ・ 岡 山 西 中 国 ： 島 根 ・ 広 島 ・ 山 口

近畿 紀伊半島

西中国東中国
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○ 令和5年度は、⻘森、岩⼿、秋⽥、宮城、⼭形県で8⽉以降の出没件数が増加したが、令和７年度は例年以上に春先から夏
にかけて多く出没する傾向にあったほか、秋の出没件数が増加傾向にある。

○ 令和５年度の東北での秋の出没件数の増加は、ブナ科堅果類の凶作の影響による可能性。

東北地⽅ ブナの結実状況の⽐較
（令和７年は開花状況）

令和７年
開花

令和６年
結実

令和５年
結実

都道府
県

⼤凶作豊作⼤凶作⻘森県

⼤凶作並作⼤凶作岩⼿県

⼤凶作豊作⼤凶作宮城県

⼤凶作並作⼤凶作秋⽥県

⼤凶作並作⼤凶作⼭形県

令和7年令和6年令和5年種類

凶作並作凶作ブナ

凶作豊作並作ミズナ
ラ

凶作並作並作コナラ

福島県（全体）堅果類の結実状況の⽐較

ツキノワグマの出没状況（東北地⽅）

資料︓東北森林管理局 ブナ開花・結実調査より作成 https://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/sidou/buna.html 令和７年11⽉４⽇閲覧
福島県 堅果類（ブナ、ミズナラ、コナラ）豊凶調査より作成 https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/16035b/kennkaruityousakekka.html 令和７年11年４⽇閲覧
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人身被害件数：ヒグマ

5

○ 例年と比較して顕著な増加はない。

○ 令和7年度の被害は7～9月の夏～秋に発生した。

ヒグマによる⼈⾝被害件数 直近5年の⼈⾝被害件数（⽉別）

（ 令 和 ７ 年 度 の 数 値 は ９ 月 末 時 点 ）
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人身被害件数：ツキノワグマ

6

○ 令和5年度は秋に人身被害が急増したが、令和6年度は秋に人身被害が増加する

パターンはなかった。令和7年度は令和5年度と同様に秋に増加傾向にある。

ツキノワグマによる⼈⾝被害件数 直近5年の⼈⾝被害件数（⽉別）

（ 令 和 ７ 年 度 の 数 値 は ９ 月 末 時 点 ）
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人身被害件数（月別）：東北・関東・北陸・中部

7

○ 令和7年度の被害件数は、7月までは一部多い月もあるが全体として例年並み～

例年より少なかったが、8月以降は東北、北陸地方において令和5年度と同様に

増加傾向であった。

東 北 ： 青 森 ・ 岩 手 ・ 宮 城 ・ 秋 田 ・ 山 形 ・ 福 島 関 東 ： 栃 木 ・ 群 馬 ・ 埼 玉 ・ 千 葉 ・ 東 京 ・ 神 奈 川

中 部 ： 山 梨 ・ 長 野 ・ 岐 阜 ・ 静 岡 ・ 愛 知 北 陸 ： 新 潟 ・ 富 山 ・ 石 川 ・ 福 井

中部

東北 関東

北陸
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近 畿 ： 滋 賀 ・ 京 都 ・ 大 阪 紀 伊 半 島 ： 三 重 ・ 奈 良 ・ 和 歌 山

西 中 国 ： 島 根 ・ 広 島 ・ 山 口東 中 国 ： 兵 庫 ・ 鳥 取 ・ 岡 山

人身被害件数（月別）：近畿・紀伊半島・東中国・西中国

8

○ 例年と比較して出没件数は多かったが、人身被害件数の顕著な増加はなかった。

東中国

近畿 紀伊半島

西中国
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人身被害発生場所：クマ類（令和5・6年度と令和7年度の比較）

9

○ 令和7年度の7月以降は、令和5・6年度と比較して人の生活圏での被害の割合が

高い傾向にあった。

○ 各年度とも、春先以外は半数以上が人の生活圏で発生していた。

N＝198 N＝82

〇 その他 ：

令和６年度令和５年度

令和７年度

N＝９９ 〇クマの生息地：

※ 森 林 内 に あ る 事 業 所 や 森 林 、 河 川 敷 ( 上 流 部 を
含 む ) を 「 ク マ の 生 息 地 」 と し た 。

〇人の生活圏：
※ 市 街 地 や 人 家 周 辺 、 事 業 所 、 公 園 、 農 地 、 道 路

を 「 人 の 生 活 圏 」 と し た 。
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許可捕獲数：ヒグマ

10

○ 令和6年度の許可捕獲数は例年並みであった。

○ 令和7年度の許可捕獲数の月別の傾向は例年と同様となっている。(9月末時点)

（ 令 和 ７ 年 度 の 数 値 は ９ 月 末 時 点 ）

ヒグマの許可捕獲数 直近5年の許可捕獲数（⽉別）

（ 許 可 捕 獲 数 は 非 捕 殺 数 も 含 む ）

北海道
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許可捕獲数：ツキノワグマ

11

○ 令和6年度の許可捕獲数は、令和5年度の 6割程度であった。

○ 令和7年度の許可捕獲数は、令和5年度より増加している。(9月末時点)

ツキノワグマの許可捕獲数 直近5年の許可捕獲数（⽉別）

（ 令 和 ７ 年 度 の 数 値 は ９ 月 末 時 点 ）

（ 許 可 捕 獲 数 は 非 捕 殺 数 も 含 む ）



1313＜#＞北 陸 ： 新 潟 ・ 富 山 ・ 石 川 ・ 福 井中 部 ： 山 梨 ・ 長 野 ・ 岐 阜 ・ 静 岡 ・ 愛 知

許可捕獲数（月別）：東北・関東・北陸・中部

12

○ 東北・北陸は 6月以降の捕獲数が多く、出没件数と同様の傾向だった。

○ 関東・中部は例年並みで推移しているが、関東は9月にも増加している。

東 北 ： 青 森 ・ 岩 手 ・ 宮 城 ・ 秋 田 ・ 山 形 ・ 福 島 関 東 ： 栃 木 ・ 群 馬 ・ 埼 玉 ・ 千 葉 ・ 東 京 ・ 神 奈 川

東北 関東

北陸中部
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近 畿 ： 滋 賀 ・ 京 都 ・ 大 阪 紀 伊 半 島 ： 三 重 ・ 奈 良 ・ 和 歌 山

東 中 国 ： 兵 庫 ・ 鳥 取 ・ 岡 山 西 中 国 ： 島 根 ・ 広 島 ・ 山 口

許可捕獲数（月別）：近畿・紀伊半島・東中国・西中国

13

○ 紀伊半島を除く地域は、春先は例年より多い傾向にあったが、それ以降は例年と

同様の傾向にあった。

近畿

西中国 東中国

紀伊半島


